
人間科学部

教育理念と人材育成の目的

鶴岡学園の建学の精神「清正進実」には、①真理を探求する清新な知性、②正義に基づく誠実な倫理性、③未

来を拓く進取の精神、④国民の生活の充実に寄与する実学の精神の４つの意味が込められている。鶴岡学園は

1942（昭和17）年、戦時中で食糧難という困難な時代にありながら、時代に先駆け、栄養教育を創めた歴史ある

学園である。

学園はその後、短大から４年制大学へと発展し、現在、人間科学部は学園創立時からの伝統と少子高齢化に対

応すべく、保健・医療・福祉・教育の学科が拡充され、健康栄養学科、理学療法学科、作業療法学科、看護学科、

こども発達学科の５学科で構成されている。人間科学部はこれらの学科を通じ、建学の精神である「清正進実」

に基づき、「豊かな人間性」「健全な社会性」「高度な専門性」を持った未来を拓く人材育成を目的としている。

教育課程の基本方針

人間科学部の教育課程の基本方針は次のとおりである。

① ４年間の一貫教育

人間科学部では、卒業と同時に国家資格や教員資格の取得を目的としている。このため、教養科目・専門

基礎科目・専門科目を入学から卒業までの４年間で順次、調和の取れた教育課程を編成し、幅広い教養を培

い、専門性を高めるための科目を配置している。

② 教養教育の重視

人間科学部では、豊かな人間性、健全な社会性を育み、高度な専門職を養成するため、社会の成り立ちや

生活、文化、外国語など幅広く学修できる教養科目を配置している。

③ 学外実習の充実

高度な専門性を身に付けるには、大学で学んだ知識と技術、原理と方法を、実際の現場において実践する

ことが必要である。本学では多くの学外実習施設や指導者と連携し、専門職養成に必要な学外実習の充実を

図っている。

④ 進級・卒業要件の厳格化

人間科学部では高度な専門職を養成するため、学年ごとの必要単位・進級や卒業の要件を厳格に定めてい

る。このため、学生は日頃から計画的な学修が必要である。

教育課程の構成と概要

上述の目的を達成するために人間科学部の教育課程は⑴教養科目、⑵専門基礎科目、⑶専門科目から構成され

ている。なお、詳細は各学科の頁で紹介する。
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１ 健康栄養学科

⑴ 教育理念と人材養成の目的

１）健康栄養学科の教育理念

健康栄養学科では、人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、基礎・応用栄養学並びに臨床栄養学などに基

づいて、直接ヒトの健康にアクセスする 人間栄養学 と、食品学、調理学並びに給食経営管理論など食品

や食物を介してヒトの健康にアクセスする 食物栄養学 とに関する高度な専門知識・技術を体系的に教授

し、これを両輪として社会に貢献し得る管理栄養士の能力を養成するとともに、広範な教養に基づいた豊か

な人間性の涵養を教育理念とする。

２）健康栄養学科の人材養成の目的

健康栄養学科では、現代社会を生きる人々の健康の維持・増進、傷病からの回復の促進、食環境の整備及

びQOLの向上などを通して、地域や国際社会の健康・栄養問題の解消に貢献し得る管理栄養士の養成を目的

としている。具体的な修学目標は、以下の通りである。

① 社会に貢献する専門職（プロフェッショナリズム）の養成

生命の尊厳や職業に関する倫理観を備え、豊かな人間性や広範な教養を有し、専門職としての使命感や

責任感を持って、管理栄養士としての職務が遂行できる能力

② 栄養学に係る知識・技術を活用した課題解決能力の養成

栄養学に係る専門知識・技術を統合し、課題の解決に必要な情報を収集・選択し、科学的根拠に基づい

て論理的に判断し、健康の維持・増進、健全な成長・発達、疾病の発症予防と重症化予防などに貢献でき

る能力

③ 個人の多様性を理解した栄養管理能力の養成

管理栄養士の職務の対象となる個人の身体状況、栄養状態及び価値観などを全人的に理解し、適切な栄

養・食事管理の実践・指導ができる能力

④ 人々の望ましい栄養と食の創造を支援する能力の養成

人々の健康状態や生活背景、自主性などを尊重し、「もてなしの心」に基づく豊かな人間性を発揮して、

より良い食生活の創造を支援する能力

⑤ 現代社会における栄養及び食のあり方と安全に係る能力の養成

科学的根拠と栄養学に関する専門知識・技術に基づいて、個人や集団の健康・栄養状態を踏まえ、安全

かつ良質な栄養の管理や食事の提供ができる能力

⑵ 教育課程の構成と概要

上述の目的を達成するために健康栄養学科の教育課程は１）教養科目、２）専門基礎科目、３）専門科目から

構成されている。

１）教養科目

教養科目は、 人間と文化>、 社会と制度>、 自然と科学>、 外国語>、 スポーツと健康>および 総合領

域>の６分野から構成される。 自然と科学>および 総合領域>の分野においては、科学的思考の基盤を培

うとともに、豊富なIT機材・設備を使用して情報処理能力やプレゼンテーション技術を養う。 人間と文化>、

社会と制度>および スポーツと健康>の分野においては、人間としての尊厳を倫理面のみならず、制度・

経済、文化等多角的な視点から理解を深める。外国語は、外国語学部を併設することの利点を生かし、実践

に則した「英語」の科目を開講して充実させるとともに、第二外国語として「ロシア語」および「中国語」

を選択科目として設けている。

２）専門基礎科目

専門基礎科目は、管理栄養士養成カリキュラムの専門分野における知識や技術を習得するための基盤とな

るものであり、管理栄養士という専門職種を目指す動機付けにつながることをねらいとし次の３分野をおく。

社会・環境と健康>の分野では、「公衆衛生学」、「健康社会と福祉」、「公衆衛生学実習」、「環境と化学」、

「統計と社会調査法」等の科目を通し、生活環境や社会制度が人間の健康状態や健康の保持・増進行動とどう

関わるかを学び、社会や環境はどうあるべきかについて理解を深める。さらに、健康の概念、健康増進や疾

病予防の考え方、その取り組みについて理解する。また、国際的な活動のために必要な専門的英語力を養成

― ―73


